
市政への一般質問

　
　

自
治
会
の
無
線
使
用
実
績
は
。

　
　

一
昨
年
度
の
実
績
は
全
体
で
19
回
。

内
容
は
資
源
回
収
の
中
止
・
延
期
が
６
回
、

資
源
回
収
を
行
う
が
10
回
、
他
は
体
育
祭

や
納
涼
祭
の
中
止
等
だ
っ
た
。

　
　

制
限
の
大
き
な
理
由
は
苦
情
と
い
う
。

苦
情
を
市
民
間
の
断
絶
で
な
く
、
話
し
合

い
の
機
会
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

困
難
だ
が
、
放
送
の
意
義
や
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

ー
関
東
大
震
災
百
年
と
深
谷
の
文
化
ー

　
　

防
災
面
か
ら
問
い
か
け
る
計
画
は
。

　
　

救
援
活
動
を
行
っ
た
渋
沢
栄
一
に
関

す
る
企
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

震
災
時
の
流
言
蜚
語
に
よ
る
事
件
を
、

市
内
学
校
で
は
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
。
深

谷
で
は
映
画
監
督
入
江
悠
が
近
作
で
事
件

に
触
れ
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
身
近
な
事
実
は
リ
ア
ル
だ

が
内
容
的
に
伝
え
に
く
い
。
う
ま
く
伝
え

る
た
め
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
き
ち
ん
と
見
分

け
、
真
実
は
何
か
を
理
解
す
る
の
が
歴
史

認
識
。
市
立
中
学
校
で
は
10
校
中
３
校
が
、

県
北
の
き
び
し
い
事
件
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
用
い
た
り
周
辺
の
慰
霊
祭
を
取
り
上
げ

た
り
正
面
か
ら
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
先
生
方
の
実
践
で
生
ま
れ
る
学
び
の
時

間
。
議
会
で
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
校
長

会
な
ど
で
も
共
有
し
た
い
。

AQQQQ A

A

AA

設
置
目
的
と
自
治
会
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
て
定
め
た

Q
防
災
行
政
無
線
自
治
会
連
合
会
申
し
合
わ
せ
決
定
の
経
緯
は

　
　

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、
今
後

ま
す
ま
す
免
許
返
納
者
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
の
た
め

鉄
道
駅
周
辺
に
住
居
や
商
業
施
設
を
集
約

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
岡
部

駅
南
側
の
区
域
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

岡
部
駅
南
側
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
と
し
て
、
市
街
化
を
抑
制
す
べ

き
区
域
で
あ
り
、
現
在
は
、
国
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
豊
か

な
田
園
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
当
区

域
は
、
上
位
計
画
と
の
位
置
づ
け
や
、
立

地
適
正
化
計
画
な
ど
、
関
連
計
画
も
踏
ま

え
、
新
た
な
市
街
化
区
域
の
拡
大
は
予
定

し
て
い
な
い
。
県
か
ら
も
人
口
減
少
が
進

む
県
北
地
域
で
は
住
宅
地
や
商
業
地
を
目

的
と
し
た
市
街
化
区
域
拡
大
は
困
難
と
回

答
さ
れ
て
い
る
。

　
　

自
治
会
連
合
会
等
を
通
じ
て
地
域
住

民
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
埼

玉
県
の
第
８
回
目
の
線
引
き
見
直
し
に
向

け
て
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
は
可
能
か
。

　
　

内
容
等
に
よ
り
精
査
す
る
が
、
市
街

化
区
域
の
拡
大
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

の
で
、
市
と
し
て
は
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

ー
ボ
ー
ト
ピ
ア
岡
部
周
辺
環
境
対
策
事
務
ー

　
　

環
境
整
備
協
力
費
（
基
金
）
を
利
用

し
て
岡
部
駅
橋
上
駅
舎
化
事
業
や
、
北
口

ロ
ー
タ
リ
ー
ま
た
は
南
口
周
辺
の
整
備
等

を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

　
　

橋
上
駅
舎
化
事
業
等
の
進
捗
を
見
な

が
ら
、
周
辺
環
境
整
備
の
進
捗
状
況
を
見

据
え
つ
つ
、
地
元
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

AQQ A

Q AA

市
街
化
区
域
の
拡
大
は
予
定
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

Q
岡
部
駅
南
側
の
市
街
化
区
域
編
入
を
希
望
す
る
が
市
の
考
え
は

　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、交付されるものです。
　市政に関する調査研究、その他議会活動を共同して行うことを目的として、議長に結成を届け出た会派（所属議員が1人の場合を含む）に対して
交付されます。支給額は、議員1人あたり、年額300,000円（月額25,000円）です。　　　　　　　　　

単位（円）

政務活動費とは

政務活動費収支報告

 交付額（Ａ） 
 支出額（Ｂ） 
　　調査研究費等
　　研修費
　　広報費
　　広聴費
　　資料作成費
　　資料購入費
　　事務費

支
出
内
訳

3,300,000 
1,964,232 
1,964,232 

1,335,768 

600,000 
258,579 
258,579 

341,421 

900,000 
846,356 
547,005 

299,351 

53,644 

900,000 
856,524 
383,550 

25,670 
447,304 

43,476 

600,000 
600,000 

600,000 

0 

300,000 
0 

300,000 

300,000 
0 

300,000 

300,000 
300,000 

300,000 

0 

会派名 深谷同志会
(11人）

深政クラブ
(2人）

深和会
(3人）

公明党
(3人）

日本共産党
(2人） 加藤利江 村川徳浩 小林　真（人数）

差引額（ AーB ）
（市への返還額）

。
す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C
、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ）
3
6
5
6

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

会　派　名（※） 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミルク無会派
議  員  名

議  案  等
税条例の一部を改正する条例 
新型コロナウイルス感染症対策条例を廃止する条例 
手数料条例の一部を改正する条例 
火災予防条例の一部を改正する条例 
財産の無償譲渡 （新戒地内の土地） 
財産の取得 （支援車Ⅱ型） 
財産の取得 （災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車） 
財産の取得 （消防ポンプ自動車） 
財産の取得 （災害対応特殊救急自動車） 
財産の取得 （高度救命処置用資機材） 
令和５年度一般会計補正予算（第３号） 
令和５年度一般会計補正予算（第４号）
（価格高騰重点支援給付金給付事業） 

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

6月定例会　議案等に対する各議員の賛否 （一部掲載）

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長
（※

）

小
泉
　
　
誠

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

山
出
　
秀
明

鈴
木
　
三
男

佐
久
間
奈
々

五
間
く
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子
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由
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坂
本
　
　
博

髙
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之

永
田
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一
郎

富
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勝

角
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徳

田
口
　
英
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水
　
健
一

八
須
　
由
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井
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福
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介
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仁

田
島
　
秀
興

令和４年度　政務活動費収支報告

なお、詳細は深谷市ホームページをご覧ください。

項　目 内　容 主な例

調査研究費等

研修費

広報費

広聴費

資料作成費 

資料購入費 

事務費

支出項目の内容について

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関
する経費や調査研究その他の活動のために必要な先進地調査又は現地調
査に要する経費です。

資料印刷費、調査委託費、文書通信費、交通費、旅
費、宿泊費、車借上料、ガソリン代等

講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、参加費等

広報紙・報告書等印刷費、会場費等 

資料印刷費、会場費、文書通信費、交通費等 

書籍購入費等 

印刷製本費、翻訳料、事務機器購入費、リース料、
コピー代等 

備品購入費、文具代、事務機器購入費、コピー代
等 

会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の
参加に要する経費です。    

会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費です。

会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取（ア
ンケート）、住民相談等の活動に要する経費です。

会派が行う活動に必要な資料作成に要する経費です。 

会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費です。 

会派が行う活動に係る必要な備品、文具、消耗品等購入、通信等に要する
経費です。

深谷市議会 政務活動費

百年前、朝鮮の人々が鉄塔工事に従事し
明戸の市民が彼らの生命を守った

将来の岡部地域３Ｄイメージ図

り
ゅ
う
げ
ん  

ひ     

ご

1415

小林　真
こ　ばやし まこと

つの  だ　　　よし のり

角田　義徳

映像は
こちらから

映像は
こちらから


